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皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
梅
雨
の
季

節
で
す
。
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。
さ
て
、

紙
上
遍
路
の
か
わ
ら
版
。
残
す
は
十
五

ヶ
寺
。
頑
張
っ
て
打
ち
通
し
ま
し
ょ
う
。

今
月
も
元
気
に
出
発
で
す
。

★
満
濃
池

   

お
大
師
様
の
幼
名
は
真
魚
（
ま
お
）
。

七
十
三
番
か
ら
約
二
・
一
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
、
七
十
四
番
は
医
王
山
甲
山
寺
（
こ

う
や
ま
じ
）
。
こ
の
辺
り
は
真
魚
の
遊

び
場
で
し
た
。

   

壮
年
に
な
っ
て
故
郷
を
訪
ね
、
伽
藍

の
建
立
地
を
探
し
て
い
た
お
大
師
様
。

甲
山
（
か
ぶ
と
や
ま
）
近
く
を
歩
い
て

い
る
と
老
翁
に
遭
遇
。
「
こ
こ
が
聖
地

な
り
」
と
の
啓
示
に
歓
喜
し
、
石
で
毘

沙
門
天
を
刻
ん
で
安
置
供
養
し
た
の
が

当
寺
の
始
ま
り
。

   

都
に
戻
っ
た
お
大
師
様
は
満
濃
池
修

築
の
別
当
（
監
督
）
を
命
じ
ら
れ
当
地

に
赴
任
。
薬
師
如
来
を
彫
っ
て
工
事
の

成
功
を
祈
願
。
お
大
師
様
を
慕
う
数
万

人
の
農
民
が
集
ま
り
、
修
築
工
事
は
わ

ず
か
三
か
月
で
完
了
。

   

朝
廷
か
ら
の
二
万
貫
の
褒
賞
金
で
堂

宇
を
建
立
。
薬
師
如
来
を
本
尊
と
し
ま

し
た
。

★
誕
生
院

   

田
園
の
彼
方
に
見
え
る
五
重
塔
を
目

指
し
、
七
十
四
番
か
ら
歩
く
こ
と
約
一
・

五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。
お
大
師
様
の
生
誕

地
、
七
十
五
番
は
五
岳
山
（
ご
が
く
ざ

ん
）
善
通
寺
（
ぜ
ん
つ
う
じ
）
。

   

東
院
と
西
院
か
ら
な
る
広
大
な
境
内
。

お
大
師
様
は
西
院
御
影
堂
の
奥
殿
辺
り

に
あ
っ
た
母
玉
寄
御
前
（
た
ま
よ
り
ご

ぜ
ん
）
の
館
で
誕
生
。
故
に
西
院
は
誕

生
院
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。

   

唐
か
ら
帰
朝
し
た
お
大
師
様
は
父
の

屋
敷
跡
に
一
族
佐
伯
氏
の
菩
提
寺
を
建

立
。
善
通
（
よ
し
み
ち
）
と
い
う
父
の

名
に
因
ん
で
寺
号
は
善
通
寺
。

   

背
後
に
香
色
山
（
こ
う
し
き
さ
ん
）
、

筆
山
（
ふ
で
の
や
ま
）
、
我
拝
師
山
（
が

は
い
し
ざ
ん
）
、
中
山
（
な
か
や
ま
）
、

火
上
山
（
ひ
あ
げ
や
ま
）
の
五
山
が
屏

風
を
立
て
た
よ
う
に
聳
え
て
い
た
こ
と

か
ら
、
山
号
を
五
岳
山
と
し
、
周
辺
は

屏
風
ヶ
浦
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。

   

長
安
の
青
龍
寺
を
模
し
て
建
立
さ
れ

た
七
堂
伽
藍
。
境
内
に
は
お
大
師
様
の

産
湯
の
井
戸
が
あ
り
、
恵
果
和
尚
か
ら

授
か
っ
た
錫
杖
も
納
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

★
智
証
大
師

   

七
十
五
番
か
ら
約
三
・
七
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
、
七
十
六
番
は
鶏
足
山
（
け
い
そ

く
ざ
ん
）
金
倉
寺
（
こ
ん
ぞ
う
じ
）
。

   

こ
の
地
は
お
大
師
様
の
甥
で
あ
る
智

証
（
ち
し
ょ
う
）
大
師
（
生
前
は
円
珍
）

の
生
誕
地
。

   

入
唐
し
た
円
珍
は
、
帰
朝
後
、
延
暦

寺
第
五
代
座
主
を
務
め
、
天
台
宗
寺
門

派
（
園
城
寺
派
）
の
宗
祖
と
な
り
ま
し

た
。

   

当
寺
は
、
円
珍
の
祖
父
和
気
道
善
（
わ

け
み
ち
よ
し
）
が
建
立
し
、
寺
号
は
道

善
寺
（
ど
う
ぜ
ん
じ
）
と
し
ま
し
た
。

   
円
珍
は
帰
朝
後
、
当
寺
に
滞
在
し
、
長

安
青
龍
寺
に
倣
っ
た
七
堂
伽
藍
を
建
立
。

   

九
二
八
年
、
醍
醐
天
皇
の
勅
命
で
寺

号
を
地
名
の
金
倉
郷
（
か
ね
ぐ
ら
ご

う
）
に
因
ん
で
金
倉
寺
（
こ
ん
ぞ
う
じ
）

に
改
め
、
山
号
は
釈
迦
十
大
弟
子
の
ひ

と
り
で
あ
る
迦
葉
尊
者
（
か
し
ょ
う
そ

ん
じ
ゃ
）
の
入
定
地
に
因
ん
で
鶏
足
山

に
改
め
ま
し
た
。

   

こ
の
頃
の
当
寺
は
僧
坊
百
三
十
二
を

数
え
る
大
寺
院
で
し
た
が
、
天
正
の
兵

火
等
で
灰
燼
に
帰
し
た
後
、
高
松
藩
初

代
藩
主
松
平
頼
重
の
庇
護
で
再
興
さ
れ

ま
し
た
。

★
三
大
師
住
職

   

七
十
六
番
か
ら
約
三
・
七
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
、
七
十
七
番
は
桑
多
山
（
そ
う
た

ざ
ん
）
道
隆
寺
（
ど
う
り
ゅ
う
じ
）
。

   

山
号
の
と
お
り
、
創
建
時
の
寺
域
周

辺
は
広
大
な
桑
畑
。
絹
の
生
産
地
だ
っ

た
よ
う
で
す
。

   

領
主
の
和
気
道
隆
が
桑
畑
で
乳
母
を

弓
で
誤
射
。
供
養
の
た
め
、
桑
の
木
で

薬
師
如
来
を
彫
っ
て
堂
宇
を
立
て
た
の

が
寺
の
縁
起
。
そ
の
後
、
乳
母
は
蘇
生

し
た
そ
う
で
す
。

   

道
隆
の
子
、
朝
祐
（
ち
ょ
う
ゆ
う
）

は
お
大
師
様
か
ら
授
戒
を
受
け
、
全
財

産
を
投
じ
て
七
堂
伽
藍
を
建
立
。
第
二

世
住
職
と
な
り
、
寺
号
は
父
の
名
に
因

ん
で
道
隆
寺
と
称
し
ま
し
た
。

   

お
大
師
様
の
実
弟
真
雅
（
し
ん
が
、
法

光
大
師
）
、
甥
の
円
珍
（
智
証
大
師
）
、

聖
宝
（
し
ょ
う
ぽ
う
、
理
源
大
師
）
と

い
う
後
の
三
大
師
が
相
次
い
で
第
三
世
、

四
世
、
五
世
住
職
と
な
り
、
寺
は
繁
栄

し
ま
し
た
。

★
捨
身
ヶ
嶽

   

来
月
は
、
境
内
か
ら
瀬
戸
内
海
に
か

か
る
瀬
戸
大
橋
が
眺
望
で
き
る
七
十
八

番
、
郷
照
寺
か
ら
。
乞
ご
期
待
。

七十七番 桑多山道隆寺

七十六番 鶏足山金倉寺

七十五番 五岳山善通寺

七十四番 医王山甲山寺
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77

75
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香川県善通寺市香川県善通寺市


